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Abstract: Increasing in tobacco tax takes effects on the demand of the tobacco through nonsmoking bchav―

ior. Then we estilnate the smoking cessation rate function including tobacco price, houschold income and

smoking cessation trend as argument and the demand function of tobacco including smoking cessation rate as

argumente Since these estimation results give the price elasticity of tobacco demand, the amount of tobacco

demand change is able to be estilnated by the increase in tobacco taxo Policy implication is that wc had bet―

ter small(for example about 50 yen)increasing in tobacco tax than mttor increasing in tax,considering both

maintaining tax revenuc and raising smoking cessation rate。

1。 は じめ に

世界的に禁煙への意識が高まっている。喫煙は,が
ん,循環器疾患,呼吸器疾患,消化器疾患などの健康

障害の一因とされ,ま た受動禁煙も健康障害を引き起

こすとされ,禁煙認識が広まっている。WHoは ,2003
年に「たばこ規制に関する世界保健機関枠組条約」を

採択し,た ばこ価格・税の引き上げ,職場・公共の場

所での喫煙規制,包装上の警告表示,広告・販売促進

の規制,禁煙治療の普及などを定めた。日本では,同

年に「健康増進法」が施行され,公共の場での禁煙・

分煙など受動喫煙防止のための措置や,未成年者の喫

煙を防ぐためのタスポの導入 (08年 ),禁煙治療の保

険適用 (06年 )な どの取 り組みも始まっているが
,

他の先進諸国に比べると大きく後れを取っている。

たばこ消費を抑制するための手段の一つに,た ばこ

増税がある。日本のたばこ価格は諸外国に比べて低

い。 (図 1)さ らに,日 本の財政は 2010年度で 862兆

円という巨額の累積赤字を抱えるばかりか,慢性的な

赤字に苦しんでいることもあり,た ばこ税は “困つた

時の財源"と して,こ れまでに幾度も増税を繰 り返し

てきた。2010年 10月 からは,1本 3.5円 (1箱 70円 )

のたばこ増税が実施予定である。

たばこ増税は,増税分だけ税収を増加させる一方 ,

価格の引き上げを通じた消費の減少により,税収を低

下させることも考えられる。そこで,た ばこ増税が税

収に与える影響の分析が,こ れまでに行われてきた。

分析のタイプには,需要アンケー トによる分析と,価

格弾性値による分析がある。

前者の例としては,五十嵐・池田・後藤他 (2008),

依田 (2008)がある。五十嵐・池田・後藤他 (2008)

と依田 (2008)は ,Goto,Nishimura,Ida(2007)で 行

われたコンジョイント分析で得られた喫煙行動に関す

る推計結果を用いて,税収予測を行った。五十嵐・池

田・後藤他 (2008)は ,1箱 500円 に値上げした場合

0.4兆 円の増収に,1箱 1000円 に値上げした場合 0.6

兆円の増収になると試算 した。一方,依田 (2008)
は,禁煙希望者が 100%禁煙を継続した場合には,1
箱 500円 で 0.4兆円の増収になるが,1箱 looO円では
-1.9兆円の減収になると試算した。

後者のタイプには,日 本学術会議 (2008)が ある。
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日本学術会議 (2008)は ,欧米の実証研究を参考に ,

タバコ需要の価格弾性値を -0。4,喫煙率の価格弾性

値を一o。 1と 仮定し,1箱 180円 の増税 (税込価格 480

円)で,税収は 1.2兆 円増加すると試算した。

前者のタイプの分析は喫煙者の詳細な需要行動を予

測できるものの,それには大規模なアンケー ト調査が

必要であり,結果も回答者の属性に依存する。これに

対 して,後者のタイプの分析では,マ クロ的にみた

人々の喫煙行動,価格と消費量の関係を時系列で推計

することで,た ばこ税収の予測をすることができる。

そこで,本稿ではマクロ統計から,価格弾性値を推計

するタイプを採用することにした。そして,た ばこ増

税が,税収に与える影響のシミュレーション分析を試

みることにした。

2.喫煙 とたばこ税収の現状

2-1.喫煙の現状

日本の喫煙率のデータには,JTが行っている「全

国たばこ喫煙者調査」と厚生労働省が行っている『国
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図 1 世界の紙巻たばこ 1箱 (20本)の価格
出所)財務省ホームページ「諸外国の紙巻たばこの税負担割合等」
注)2008年 7月 現在の価格。換算 106円 S,210円 £,161円 ユーロ

民健康栄養調査』の 2つがある。図 2は ,両資料に示

される男性の喫煙率 (平均)の データを比較したもの

である。両資料に示される喫煙率は,2004年 以降で

は似た傾向を示すものの,『国民健康栄養調査』では,

90年代の値の動きが不自然であり,かつ水準が低い。

分析に利用する場合には,適当なデータと考えにく

い。そこで本稿では,JTの 「全国たばこ喫煙者調査」

のデータを用いて,議論を進めていく。

図 3に より,日 本の喫煙率の推移を男女別にみる

と,男性では,90年 には 60.5%であつたが,その後

一貫 して減少傾向にある。2002年 には 50%を 割 り,

2009年 では 38.9%ま で低下している。これに対して ,

女性の喫煙率は,90年の 14.3%か ら09年の H。9%
へと,20年で 2.4%しか低下していない。この間に禁

煙意識が高まっていることや,価格の引き上げが行わ

れていることを考慮すると,女性の喫煙率はこうした

要因にあまり影響を受けてはいないと考えられる。

これに対して,男性喫煙率はこの 10年でみても約

15%も 低下している。しかし,図 4で先進諸国のそ

れと比較すると,日 本はなお 38.9%と 一番高い。世
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111    175  14

□税抜価格

■たばこ税等

目消費税 (付加価値税)

―  「全国たばこ喫煙率調査」(J丁 )

→←「国民健康栄養調査」(厚生労働省)
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出所)「全国たばこ喫煙者率調査」 (JT)
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図 3 日本における喫煙率の推移
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界の喫煙率は,ア メリカ 20。4%,カ ナダ 23。9%,イ ギ

リス 24.0%,イ タリア 28.5%(各 2007年の値)で あ

り,既に 20%台の水準にまで低下している。

また,こ うした喫煙による弊害として,男性の全が

ん死にしめる肺がんの割合は,図 5に示 したように

23.5%に 高まっている。医療経済研究機構 (2001)で

は,2009年度の喫煙による超過医療費は 1兆 7681億

23.5   23.5

22_4

2000    1      2      3      4      5      6

図 5 男性の全がん死にしめる肺がんの割合
出所)「人口動態統計」 (厚生労働省 )

8(年 )

円,国民医療費にしめる割合は 5%に なると推計され

ている。

1-2.税収の現】犬

たばこには,国税としてたばこ税 (8430億 円)と

たばこ特別税 (1947億円),地方税として都道府県た

ばこ税 (2559億 円)と 市町村たばこ税 (7859億 円)
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円に引き上げられる。JTは価格引き上げによる消費

の減少を考慮して,増税額以上の価格引き上げを行う

見込みである。

たばこ増税は,増税分だけ税収を増加させる一方 ,

価格の引き上げを通じた消費の減少により,税収を低

下させることも考えられる。そこで,た ばこ増税が税

収に与える影響を分析することにした。

3.モ  デ ル

増税によるたばこ価格引き上げが,た ばこ消費量に

与える影響には,次の 2つが考えられる。一つは,た

ばこは正常財と考えられるので,価格が引き上げられ

れば消費量は減少するという,い わゆる需要の価格効

果を通じた影響である。他の一つは,た ばこ価格が引

き上げられることで,社会的に禁煙が進み,その結果

たばこ消費量が減少するというメカニズムを通じた影

響である。これらを考慮し,増税によるたばこ価格引

き上げがたばこ消費量に与える影響を,次の 2段階に

分けて考えることにした。

第 1段階として,禁煙率関数を推計した。健康教育

等の普及や意識の変化により,禁煙は年々進んでい

る。そこで,こ うした時代の変化をみるために,説明

変数としてタイムトレンドを導入することにした。さ

らに,た ばこ価格や所得も禁煙率に影響を与えると考

えられるので,説明変数として採用 した (図 7)。 禁

煙率は,

力5=α l十α2×
f≒
+α 3×ギ争+α 4× 7+a …(1)

(億円)
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図6 たばこ税収の推移
出所)『財政金融統計月報 租税特集』 (財務省)

が課されている
1。 2009年 におけるたばこ税の総額は

2兆 795億円であり,そ の規模は消費税率 1%分に匹

敵する。一方,国税のたばこ税のうち 25%は ,地方

交付税に充てられている。これを考慮すると,た ばこ

税収の 60%(1兆 2477億円)が,地方交付税や地方

たばこ税などにより,地方の重要な財源となっている

ことが分かる。

たばこ税は,1949年 の日本専売公社設立に伴い ,

その専売交付金を国に納付するために導入された。5

年後には地方たばこ消費税が導入され,その後徐々に

税率の引き上げが行われてきた。1985年 にはそれま

での専売交付金制度が廃止され,現在のたばこ消費税

制度へと変更され,総税収は 1.5兆 円を超えた。 1986

年には,地方への補助金の整理統合に伴う財政不足を

補填するために税率が引き上げられ,翌年には税収が

2兆円に達した。1998年には,国鉄清算事業団の長期

債務及び国有林野事業の累積債務の一般会計への継承

に伴う費用を賄うために,た ばこ特別税が導入され

た。これにより,税収は 2.2～ 2.3兆 円の水準となり,

禁煙が進むなか,なおその水準を維持している。近年

では 2006年 に税率の引き上げが行われて以降,禁煙

人口の増加と不景気を反映してか税収は減少し,2009

年には 2兆 795億円となっている。

このように,こ れまでのたばこ税の引き上げでは ,

健康増進というよりはむしろ,“困った時の財源確保

の手段"と して,行われてきた。そして,2010年 10

月より,4年ぶりのたばこ増税が実施される。増税額

は 1本 3.5円 ,1箱 当り70円。JTは lo5銘柄のうち

103銘柄の引き上げる予定であり,マ イルドセブンは

300円 から410円に,セ ブンスターは 300円 から440

□たばこ特別税

|■ 日本専売公社納付金

□たばこ税
■都道府県たばこ税

国市町村たばこ税
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表 1 禁煙率関数の推計結果
被説明変数 :log lNs/′ (1-NS)|

係数  標準偏差  t―値 P― 値

73

煙

率

NS

定数項

P(/P7

1//P7

7

-5。 2153    1.3156  -3。 9642   0.0011

0.5044   0.0673    7.4959   0.0000

0.0001    0.0002   0.5120   0.6156

0.0353   0.0063    5.6369   0.0000

日寺FED丁

図 7 禁煙率関数のイメージ図

禁煙率の変イЫこよる影響

禁煙率NS

'メ ージ

と想定した。しかし,禁煙率は (0,1)の間の値をと

るようにするため,ε lは ロジスティック分布に従う

と仮定した。したがって,具体的な推計式は,(2)式
の通りとなる。なお,女性の禁煙率はもともと低い上

に,90年以降 11～ 14%台で推移 しており,価格とあ

まり関係していない (図 3)。 そこで,女性の禁煙率

は一定と仮定し,分析の対象を男性のみに限定するこ

とにした。

bg可ギyl薦「=“十α2× fl+α 3×ギ争+α4× r tt a
…。(2)

MI禁 煙率 (男性),Pc:1箱 当 り税込みたばこ

価格,y:所 得 (=1ケ 月の消費合計金額),PT:

消費者物価指数,7:タ イム トレンド,ε l:錯乱

項, αl～ α4:パ ラメータ
2)

第 2段階として,禁煙率の変化がたばこ消費量に与

える影響を,(3)式により推計 した。 (図 8)

logX=βl+β2× ハ5+ε2           …°(3)
χ :男性の lヶ 月間のたばこ消費量,ε2:錯乱

項,β l～β2:パラメータ
⊃

4.推計結果 とシミュレーシ ョン分析

4-1.推計結果

推計期間は 1990～ 2009年 である。推計には最小二

乗法を用いた。禁煙率関数の推計結果は,表 1の通り

調整済み決定係数  0。 9889 ダービン=ワトソン値  1.8025

たばこ価格

図 9 禁煙率 (男性)と 価格の関係

図10 たばこ消費量と禁煙率 (男性)の関係

である。

たばこ価格と禁煙率の散布図を描 くと,2変数の間

には正の関係があることが分かる。推計結果から,禁

煙率の価格弾性値は -0。 1であった。

次に,図 10は ,た ばこ消費量と男性喫煙率の散布

図を描いたものである。これをみると,90年～97年

と,98年から09年では,関係の傾きが異なっている

ことが分かる。そこで,推計期間を,9o年 から 97

年,98年から 09年 に分けて推計 した。表 2と 表 3

は,その推計結果である。

消
　
費
　
Ｘ

た
ば
こ
消
費
量

図 8 たばこ需要関数のイ

22232323232323242424252526272728292929

男性の禁煙率
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表 2 たばこ需要関数の推計結果 (推計期間 1990-1997年 )
被説明変数 :log(χ ),推計期間 :1990-1997

係数  標準偏差  t―値 P―値

とが予想される。

次に,こ うした価格の引き上げを通じた禁煙率の上

昇により,た ばこ税収がどの程度変化するのかのシミ

ュレーションを試みた。図 12は ,1箱当り増税額と

税収の増加額を描いたものである。また,図 13は ,

国税としてのたばこ税収 (たばこ特別税を除く)の推

移を描いたものである。

ケース 1では,200円 (税込価格 500円 )の増税ま

では増収になるものの,250円 (税込価格 550円 )以

上の増税では逆に減収となった。増収額の最大値は

150円 (税込価格 450円)の増税のケースで,1995億

円であった。その結果,国税としてのたばこ税収額は

2009年 度の 8430億 円から,200円 (税込価格 500円 )

の増税では 91H億円の微増になるが,700円 (税込

価格 1000円 )では 1615億円にまで減少することにな

る。すなわち,一度に全額を増税するのであれば,1

箱のたばこ価格を 500円 にするような 200円 の増税な

らば,禁煙率を高めるとともに,税収に与える影響も

少ないといえる。

これに対して,2年毎に 50円ずつの増税を続けて
いくケース 2では,500円 の増税 (税込価格 800円 )

までは増収だが,550円 (税込価格 850円 )以上の増

税では減収となった。増収額の最大値は,100円 (税

込価格 400円 )の増税で 2385億円であった。その結

果,国税としてのたばこ税収額は 2009年度の 8430億

円から徐々に増加 し,100円の増税では 1兆円を超

え,300円 (税込価格 600円 )の増税では 1.8兆円台

に達する。なおピークは,500円 (税込価格 800円 )

の増税時の 1兆 9276億 円であった。

ケース 1と ケース 2を比較すると,た ばこ税の目的

を人々の健康増進のみとするならば,今すぐたばこ価

格を 500円 にするような,200円 の増税が望ましいこ

定数項

ハIS

2.6560   0.3587

-3.1183   0。 8803
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7.4046   0,0003

-3.5421    0.0122

46。 2690   0.0000

-26.1124   0.0000

3.0084   0.0148

調整済み決定係数 0.6226 ダービン=ワトソン値  1.7976

表 3 たばこ需要関数の推計結果 (推計期間 1998-2009年 )
被説明変数 1 log(χ ),推計期間 :1998-2009

係数  標準偏差 t―値 P―値

定数項

NS
00年 ダミー

2.5376   0.0548

-2.6626   0。 1020

0.0611    0.0203

調整済み決定係数 0.9865 ダービン=ワトソン値  2.0291

4-2.ン ミユレーンヨノ分析

前節の結果を用いて,た ばこ増税が税収に与える影

響のシミュレーションを試みた。具体的には,初年度

に 50円 ,100円 ,150円 ・ 00700円 までそれぞれ一

度に増税するケースをケース 1と し,2年 ごとに 50

円ずつの増税を実施するケースをケース 2と して,シ

ミュレーションを行った。

まず,禁煙率への影響からみていく。図 Hは 喫煙

率 (男性)の シミュレーション結果である。ケース 1

の場合,禁煙率は増税前の 61.2%か ら,200円の増税

(税込価格 500円 )で 81.7%と なり,350円 の増税

(税込価格 650円 )で 90%を超える。そして,700円

の増税 (税込価格 1000円 )では,禁煙率は 98。2%に

達する。一方,ケース 2で は,200円 の増税 (税込価

格 500円 )で も72.2%,500円 の増税 (税込価格 800

円)で 80%。 そして,700円 の増税 (税込価格 1000

円)で も,禁煙率は 84%に留まる。このように,一

度に全額を増税した場合では,かなりの禁煙が進むこ

100

95

70

禁
煙
率
（男
性
）

（％
）

100

図 11

200     300     400     500     600

増税額 (円 )

禁煙率 (男性)の シミュレーション結果

一×一ケース1:初年度に全額を増税

一 ケース2:2年 毎に50円の増税
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とになる。しかし,その目的を人々の健康増進ととも

に財源調達にあるとするならば,一度に200円 を増税

するような方法では,税収を維持できなくなる恐れが

あり,望ましい施策とはいえない。むしろ,ケ ース 2

のように徐々に増税を繰り返すほうが望ましいといえ

る。その水準については,海外の禁煙率の水準が既に

20%台であることを考慮すると,将来的に 1箱当り

たばこ価格を800円 から1000円 にするような,500

円から700円の増税を行えば,男性の禁煙率を80%

台にまで高めることが可能である。加えて,たばこ税

収を 1.8兆円確保することも可能となる。

5。 む す び

本稿では,た ばこ増税が,た ばこ税収に与える影響

のシミュレーション分析を行った。禁煙率関数を推計

した結果,たばこ価格 1%の引き上げは,禁煙率を50

%高めることが分かつた。この値を用いて,たばこ増

税が,禁煙率の上昇を通じてたばこ税収に与える影響

吉田有里 他 :た ばこ税のシミュレーション分析

300     400

増税額 (円 )

ナ曽税額 とナ曽1又額

300     400

増税額 (円 )

増税額 と税収額
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を試算 したところ,初年度に全額を増税 した場合に

は,200円の増税までは増収になるが,そ れ以上の増

税では逆に減収になることが分かった。これに対 し

て,2年毎に 50円ずつ増税をする場合には,禁煙率

を高めつつ,税収を伸ばすことも可能となる。これま

でのたばこ税をめぐる議論や,世界中における禁煙意

識の高まりを考慮すれば,た ばこ税は少しずつ引き上

げていく方が,健康増進にも税収維持にとっても望ま

しいといえる。

2010年 10月 から実施されるたばこ増税の規模は ,

1箱当り70円 である。本稿のシミュレーションでは,

70円の増税により,禁煙率は 69。93%に高まり,同時

に 1873億 円の増収効果も期待できる。ゆえに,本年

度のたばこ増税の中身は妥当なレベルといえよう。

最後に,今後の検討課題について述べることにす

る。第一に,本稿ではマクロデータで推計を行った

が,喫煙率は中高年の方が高い。こうした年齢階級の

違いを考慮した分析も必要である。第二に,こ れまで

は大幅な税の引き上げは行われてこなかったので,弾

ッーケース1:1年目に全額を増税した場合
― ケース2:2年ごとに50円ずつ引上げた場合

/

ヽ
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性値の推計が小さく評価されている可能性がある。大

幅な税の引 き上げに関 しては,新たな研究が求められ

よう。第三に,ア ンケー ト調査による分析 と価格弾性

値による分析 との整合性 も検討する必要がある。最後

に,た ばこ増税には,禁煙率を高めることにより,医

療費を削減するという効果 も期待できるので,こ うし

た医療費節減効果の計測 も,政策論 としては有意義で

あると考える。
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)王

1)カ ッコ内は 2009年 度の値。

2)禁煙率 (NS)に は「全国たばこ喫煙者率調査」 (JT)
のデータを用いた。たばこ価格 (P〔 )と 総合価格指数

(P7)に は,『消費者物価指数年報』 (総務省統計局)の
データを用いた。所得 (y)に は,『家計調査年報』 (総

務省統計局)の 農業を除く二人以上の世帯 (農林漁家

世帯を除く)よ り得られる,1ケ 月間の消費支出総額の

データを用いた。

3)男性の 1ケ 月間のタバコ消費量 (x)は ,『家計調査

年報』 (総務省)の 農業を除く二人以上の世帯 (農林漁

家世帯を除 く)に 示される「たばこ消費金額」のデー

タに,喫煙者の男性比率を乗じて,たばこ価格 (Pc)で

割って求めたc




